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波
松
小
学
校
休
校
式
の
こ
と
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
保

護
者
全
員
が
同
時
に
立
ち
上
が
り
、そ

し
て
振
り
向
き
、地
域
の
方
々
に
対
し
て
、

「
私
た
ち
の
決
断
を
認
め
て
い
た
だ
き
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と

深
々
と
頭
を
下
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
ほ

と
ん
ど
の
方
が
泣
い
て
い
ま
し
た
。
ど

れ
ほ
ど
の
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
だ
ろ
う

か
。

　
一
つ
の
歴
史
に
幕
が
引
か
れ
る
現
実

に
立
ち
合
い
、そ
れ
ま
で
の
苦
労
も
喜
び

も
共
に
し
た
で
あ
ろ
う
保
護
者
、地
元

の
方
々
の
気
持
ち
を
思
い
、私
も
泣
き

ま
し
た
。

　

吉
崎
小
学
校
、波
松
小
学
校
が
休
校

と
は
な
り
ま
す
が
、地
域
が
な
く
な
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
、こ
れ

ま
で
と
は
違
っ
た「
絆
」が
生
ま
れ
、子
ど

も
達
は
ま
た
新
し
い
暮
ら
し
が
始
ま
り

ま
す
。

　

出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、何
と
し
て

も
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
が

ど
う
ぞ
お
幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と

た
だ
祈
る
の
み
で
す
。　
　
　

  

（
卯
目
）

議会がインターネットで視聴できます。
あわら市議会インターネット中継

　明治６年に創設した吉崎小学校の休校式が３月

19日に行われました。

　これまで吉崎小学校を支えて来られた、教職

員、保護者、地域や同窓生の皆さま方、並びに関

係者各位に深甚なる敬意と感謝を申し上げます。

2p

4p

8p

12p

13p

13p

14p

15p

16p

3月定例会報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥

委員会報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

行政視察報告・議会トピックス‥‥

激励・協賛金一覧‥‥‥‥‥‥‥‥

広報編集特別委員紹介‥‥‥‥‥

討論‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

議案と結果‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

ふるさと探訪‥‥‥‥‥‥‥‥‥

「畝畦千坊跡」
　白山信仰修験者の僧房である畝畦千坊は、観音堂参道前の広場より林道を２kmほど登ったところに畝畦観
音堂があり、そのお堂より更に約１km奥に入った辺りにあったそうです。今でも生活用具や仏具などが出土
しています。泰澄が創建した平泉寺三千坊、豊原千坊は、天台宗系白山信仰の寺院として栄えましたが、信
長の侵攻で豊原寺畝観音堂が打ち壊され、戦乱がおさまってから再建されたと、「朝倉記」に書かれています。
　畝畦観音堂には、三十三観音が安置されています。仏像は泰澄作と伝えられ、十一面観音をはじめ、龍
神像、文殊菩薩、大日如来、薬師如来、不動妙王、毘沙門天像が祀られていますが、最近、文化財や仏像
の盗難が続いており、貴重な文化財を後世に伝えるためにも、一刻も早
い対応が望まれます。
　畝畦寺縁起によれば、文武天皇の御代に畝畦の山中の池より一尺余の
十一面観音を戴いた老翁が現れました。泰澄は当山に紫雲たなびくのを
みて訪れ、老翁が神人であるのを知り、当山鎮護のために大社を勧請さ
れました。爾来、信者は増え隆盛を極めたが、その後の一向一揆で寺は
壊され、今では畝畦千坊の名だけが残っています。尚、ご本尊は秘仏とし、
三十三年毎に御開扉することになりました。（現在は十七年）　　（三上）

吉崎小学校休校式

市民の皆さまに日ごろの議会活動を広く知っていただくために、議会報告会を開催します。
今回は、定例会の審議内容について報告させてもらい、そのあと意見交換を行います。

　いずれの会場でもお気軽にご参加ください。

議会報告会を12会場で開催します

4月22日（金）
19：30～21:00

北潟公民館

日
時

会
　
　
場

4月25日（月）
19：30～21:00

細呂木公民館

4月26日（火）
19：30～21:00

浜坂区民館

河間区民館

本荘公民館

波松区民館

中央公民館

剱岳公民館

湯のまち公民館

伊井公民館

金津本陣ＩＫＯＳＳＡ（３階）

坪江公民館

う ね
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3月定例会 平成27年度一般会計補正予算

3億1,259万7千円を増額
3月定例会 平成28年度一般会計予算成立

歳入歳出 １48億2，０００万円に
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質
問
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会
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厚
生
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
経
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任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

第
81
回
議
会
定
例
会　

閉
会

お
も
な
会
議
の
み
掲
載

議
会
日
誌

　平成２８年３月定例会が２月２４日から３月２２日までの会期で開催されました。
　今定例会では、専決処分の承認に関する1議案、平成２７年度補正予算と平成２８年度当初予
算に関する１９議案、条例の新規制定、改正及び廃止に関する１３議案、事務の委託及び組合規
約の変更に関する２議案、長期的な計画の策定に関する1議案、財産の処分に関する２議案、市
道の認定・廃止に関する２議案、人事に関する１０議案の計５０議案が上程され、すべて原案の
とおり可決・承認しました。
　なお、今回は６名の議員が一般質問を行い、理事者に対して市政をただしました。
　その他、議員発議により条例の改正１件を可決しました。

会　計　名 予　算　額 前年度比較（％）

一 般 会 計

芦原温泉上水道財産区水道事業

合 計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

農業者労働災害共済

工 業 用 水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

農業集落排水事業

148億 2,000万円 11.1

34億    870万円 1.0

2億 9,740万円 0.3

500万円 0.0

水 道 事 業 10億 4,722万円 △2.0

1,274万円 12.8

25億 1,240万円 △0.4

1億    524万円 △2.2

2億 2,363万円 5.1

224億 3,233万円 7.1

基金・積立金残高（市の貯金）
平成27年度末 見込

財政調整基金
地域振興基金
その他
※一般会計所管　　計
国民健康保険基金
農業者労働災害共済基金
※特別会計所管　　計
　合　　　計

市民１人当りの貯金　約19万3千円

市民１人当りの借金　約106万9千円

31億 4,400万円
13億  　0円
9億 2,262万円
53億 6,662万円
2億 1,129万円

3,368万円
 2億 4,497万円
56億 1,159万円

一般会計

公共下水道会計

水道事業会計

農業集落排水事業会計

　合　　　計

176億 5,173万円

113億 864万円

17億 3,041万円

4億 9万円

310億 9,087万円

地方債残高（市の借金）

＜地方債及び基金・積立金の状況＞

平成27年度末 見込

平成28.2.1現在の人口　29,080人

※ 1人当たりの借金･貯金の算定基準

特
　 

別
　 

会
　 

計

■副市長　前川 嘉宏 氏の選任に同意
■平成２７年度一般会計予算総額は１４６億４，７３３万７千円に
■古屋石塚テクノパーク分譲地　イヌイ㈱及び東工サッシュ㈱へ売却
■教育委員会委員　龍嶋 崇 氏、宮川 千乃 氏の任命に同意
■公平委員会委員　長谷川 忠典 氏、林 清一郎 氏、関 陽子 氏の選任に同意
■固定資産評価審査委員会委員　山口 博行 氏、五十嵐 正枝 氏、高橋 瑞峰 氏の選任に同意
■人権擁護委員　川瀬 範雄 氏の推薦に同意

■副市長　前川 嘉宏 氏の選任に同意
■平成２７年度一般会計予算総額は１４６億４，７３３万７千円に
■古屋石塚テクノパーク分譲地　イヌイ㈱及び東工サッシュ㈱へ売却
■教育委員会委員　龍嶋 崇 氏、宮川 千乃 氏の任命に同意
■公平委員会委員　長谷川 忠典 氏、林 清一郎 氏、関 陽子 氏の選任に同意
■固定資産評価審査委員会委員　山口 博行 氏、五十嵐 正枝 氏、高橋 瑞峰 氏の選任に同意
■人権擁護委員　川瀬 範雄 氏の推薦に同意
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特定空き家の例

現在のカヌー艇庫

ＩＫＯＳＳＡ夜間通用口

農業者トレーニングセンター旧勤労青少年ホーム体育館

防犯隊 駅内パトロール

旧芦原庁舎の大型車庫

小
学
校
施
設
整
備

４
千
９
２
６
万
円

小
学
校
施
設
整
備

４
千
９
２
６
万
円

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員 

金
津
小
・
芦
原
小
・

本
荘
小
の
体
育
館
の
ト
イ
レ

改
修
に
２
千
８
１
６
万
円
、

各
小
学
校
遊
具
整
備
１
５

０
万
円
、
全
小
学
校
の
空

調
設
備
設
計
業
務
に
５
９
０

万
円
、
金
津
小
学
校
改
修

実
施
設
計
に
５
５
０
万
円
等

が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
小
学

校
の
空
調
設
備
工
事
は
ど
れ

く
ら
い
か
か
る
の
か
。

　

ま
た
、
金
津
東
小
学
校

の
ト
イ
レ
改
修
は
ど
う
す
る

の
か
。　

理
事
者 

空
調
設
備
工
事
は

１
億
円
程
度
と
見
込
ん
で
い

る
。

　

金
津
東
小
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

防
犯
隊
経
費

４
８
９
万
４
千
円

防
犯
隊
経
費

４
８
９
万
４
千
円

委
員 

防
犯
隊
員
に
な
る
人

が
な
か
な
か
い
な
い
。
活
動

手
当
を
引
き
上
げ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

理
事
者 

防
犯
隊
員
は
、
年

間
２
０
０
日
、
延
べ
約
９
０

０
人
が
活
動
し
て
い
る
。
手

当
に
つ
い
て
は
、
１
回
あ
た

り
１
５
０
０
円
、
車
を
使
用

し
た
場
合
は
、
プ
ラ
ス
５
０

■
教
育
総
務
課

空
き
家
対
策
事
業

　
　

９
万
２
千
円

空
き
家
対
策
事
業

　
　

９
万
２
千
円

委
員 

空
き
家
対
策
計
画
を

立
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
事
業
を
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。

　

倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
危

険
な
空
き
家
対
策
だ
け
で
な

く
、
使
え
る
空
き
家
を
積
極

的
に
活
用
す
る
対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

理
事
者 

空
き
家
対
策
協
議

会
を
設
置
し
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

■
総
務
課

大
型
車
庫
改
築

　
　

  

４
千
万
円

大
型
車
庫
改
築

　
　

  

４
千
万
円

委
員 

大
型
車
庫
の
場
所
は
、

な
ぜ
旧
芦
原
庁
舎
の
と
こ
ろ

に
な
っ
た
の
か
。

理
事
者 

老
朽
化
し
て
い
る

榛
の
木
原
の
車
庫
を
廃
止
し
、

庁
舎
耐
震
改
修
工
事

３
億
２
千
６
５
０
万
円

庁
舎
耐
震
改
修
工
事

３
億
２
千
６
５
０
万
円

委
員 

庁
舎
の
耐
震
改
修
工

事
に
併
せ
て
、
ト
イ
レ
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

理
事
者 

ト
イ
レ
の
ス
ペ
ー
ス

は
変
わ
ら
ず
、
す
べ
て
洋
式

の
温
水
洗
浄
便
器
と
し
た
い
。

■
監
理
課

平
成
28
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
事
業

３
千
４
６
７
万
３
千
円

小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
事
業

３
千
４
６
７
万
３
千
円

委
員 

金
津
小
・
金
津
東
小
・

細
呂
木
小
・
北
潟
小
の
４

校
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

細
呂
木
だ
け
８
万
６
千
円
の

地
元
負
担
が
あ
る
の
は
な
ぜ

か
。

理
事
者 

細
呂
木
小
と
吉
崎

小
の
統
合
協
議
の
中
で
、
吉

崎
・
浜
坂
地
区
か
ら

土
日
や
祝
日
、
夏
休

み
等
の
通
学
の
足
を
確

保
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
り
、
吉
崎
・

浜
坂
地
区
の
児
童
生

徒
に
限
り
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
通

学
支
援
事
業
を
行
う

こ
と
と
し
た
。
市
が
６

割
を
負
担
し
、
残
り

の
４
割
を
利
用
者
と

地
元
に
負
担
を
お
願
い

し
た
た
め
で
あ
る
。

防
犯
灯
設
置
事
業

補
助
金
　
　

  

１
千
万
円

防
犯
灯
設
置
事
業

補
助
金
　
　

  

１
千
万
円

委
員 

防
犯
灯
設
置
に
対
す

る
１
／
２
補
助
は
28
年
度
で

終
了
す
る
の
か
。

理
事
者 

防
犯
灯
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
１
０
４
区
で
取

り
組
ま
れ
、
か
な
り
進
ん
だ
。

28
年
度
は

24
の
区
か
ら

４
３
０
基
設

置
の
要
望
が

出
て
い
る
。

　

29
年
度
か

ら
は
、
機
器

の
単
価
に
上

限
を
設
け
て
、

そ
の
１
／
２

を
補
助
す
る

よ
う
に
し
た

い
。

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
改
修

２
億
７
千
４
６
７
万
３
千
円

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
改
修

２
億
７
千
４
６
７
万
３
千
円

委
員 

福
井
国
体
で
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
会
場
と
な
る
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

改
修
工
事
は
今
年
度
内
に

終
わ
る
の
か
。

理
事
者 

外
壁
工
事
を
８
月

か
ら
、
内
部
の
工
事
を
９
月

か
ら
始
め
、
年
度
内
に
完
了

す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
３
階
の

夜
間
利
用
に
つ
い
て

Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
３
階
の

夜
間
利
用
に
つ
い
て

委
員 

Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
３
階

を
夜
間
利
用
す
る
の
に
正
面

玄
関
は
使
え
な
い
の
か
。

　

ま
た
、
出
入
り
口
の
案
内

表
示
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

理
事
者 

管
理
上
の
問
題
で
、

正
面
玄
関
は
開
け
ら
れ
な
い
。

　

案
内
看
板
は
設
置
し
た
い
。

旧
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
の
維
持
管
理

に
つ
い
て

旧
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
の
維
持
管
理

に
つ
い
て

　

理
事
者
は
体
育
館
を
存

続
す
る
に
は
耐
震
改
修
が
必

要
と
な
り
、
数
千
万
円
か
か

る
の
で
取
り
壊
し
た
い
と
の

意
向
で
す
が
、
議
員
か
ら
存

続
を
求
め
る
意
見
が
多
く
、

今
後
検
討
し
た
い
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

ト
リ
ム
パ
ー
ク
の

管
理
に
つ
い
て

ト
リ
ム
パ
ー
ク
の

管
理
に
つ
い
て

委
員 

夜
間
に
な
る
と
入
口

が
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
樹

木
の
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用

後
の
管
理
が
悪
い
の
で
は
な

い
か
。

理
事
者
施
設
内
の
案
内
板

に
つ
い
て
は
、
県
が
29
年
度

に
お
い
て
修
繕
す
る
予
定
で

あ
り
、
樹
木
の

管
理
は
市
で
行

い
た
い
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド

使
用
に
つ
い
て

は
、
ト
イ
レ
も

含
め
、
使
用
後

の
清
掃
な
ど
、

利
用
者
の
モ
ラ

ル
向
上
を
訴
え

た
い
。

■
文
化
学
習
課

カ
ヌ
ー
艇
庫
建
設
工

事
設
計

２
０
６
万
１
千
円

カ
ヌ
ー
艇
庫
建
設
工

事
設
計

２
０
６
万
１
千
円

委
員 

カ
ヌ
ー
艇
庫
の
建
設

場
所
は
ど
こ
か
。
ま
た
、
何

艇
収
納
で
き
る
の
か
。

理
事
者 

現
在
地
で
の
建
て

替
え
を
考
え
て
お
り
、
約
１

６
０
艇
を
収
納
す
る
予
定
で

あ
る
。

■
ス
ポ
ー
ツ
課

議
案
外
の
件
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

福
井
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
空
き
家
情
報
を
公
開
し
て

い
る
の
で
、
空
き
家
の
所
有

者
に
対
し
て
意
向
を
確
認
し
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ

る
よ
う
に
し
た
い
。

０
円
を
支
給
し
て
お
り
、
現

在
の
活
動
に
見
合
う
金
額
と

考
え
て
い
る
。

旧
芦
原
庁
舎
北
側
の
車
庫

を
改
築
し
、
大
型
車
10
台

が
入
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
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乗合タクシー

整備を予定している市道中央線

整備を予定している市道田中々舟津線

ちはやふる Ｗｅｅｋ in awara

観月の夕べ

金網固定柵

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

平
成
27
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

北
潟
湖
水
質
浄
化

推
進
事
業

北
潟
湖
水
質
浄
化

推
進
事
業

■
市
民
生
活
課

平
成
28
年
度

　
　
一
般
会
計
予
算

セ
ン
ト
ピ
ア
あ
わ
ら

天
井
改
修
工
事
に
伴

う
営
業
補
償

２
５
６
万
８
千
円

セ
ン
ト
ピ
ア
あ
わ
ら

天
井
改
修
工
事
に
伴

う
営
業
補
償

２
５
６
万
８
千
円

委
員 

予
算
を
そ
の
ま
ま
執

行
す
る
の
か
。

理
事
者 

27
年
度
の
営
業
補

償
を
28
年
度
に
支
給
す
る
理

由
は
、
27
年
度
の
決
算
が

提
出
さ
れ
、
支
払
証
拠
書

類
等
が
確
認
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
予
算
執
行
に
当
た
っ

て
は
し
っ
か
り
精
査
し
た
い
。

委
員 

北
陸
新
幹
線
建
設
に

係
る
円
滑
な
用
地
取
得
及

び
早
期
着
工
を
図
る
た
め
の

沿
線
15
集
落
に
対
す
る
補

助
金
で
あ
る
。

　

補
助
の
金
額
と
期
間
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

補
助
金
の
総
額
は

委
員 

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
市
民
へ
の
啓
発
活
動
を
行

う
の
も
大
事
だ
が
、
他
市
に

お
い
て
は
噴
水
を
設
置
し
て

水
質
浄
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
具
体
的
な
対
策
を
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

理
事
者 

現
在
、
法
定
協
議

会
を
設
置
す
る
為
に
任
意
の

協
議
会
を
設
置
し
様
々
な

デ
ー
タ
を
集
め
て
い
る
。
具

体
的
な
方
策
に
つ
い
て
は
、

長
期
的
視
点
に
立
っ
て
十
分

に
協
議
し
、
市
民
の
合
意
を

得
る
よ
う
に
し
た
い
。

平
成
27
年
度
あ
わ
ら

市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

委
員 

Ｃ
型
肝
炎
の
新
薬
に
よ

り
医
療
費
が
増
加
し
て
い
る

と
の
事
だ
が
、
今
後
さ
ら
に

医
療
費
が
増
加
し
て
い
く
の
か
。

理
事
者 

新
薬
は
３
カ
月
処

方
さ
れ
、
効
果
は
１
０
０
％

と
の
こ
と
で
あ
る
。
一
時
的

に
は
医
療
費
が
増
加
す
る
が
、

将
来
的
に
考
え
れ
ば
落
ち
着

い
て
く
る
と
思
う
。

あ
わ
ら
市
農
業
委
員
会

の
委
員
等
の
定
数
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

委
員 

選
挙
制
か
ら
市
長
の

任
命
制
に
変
更
に
な
っ
た
。

推
薦
や
公
募
に
よ
る
選
出
と

な
る
が
、
公
募
者
が
多
か
っ

た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

理
事
者 

区
長
等
に
お
願
い

し
、
地
区
か
ら
推
薦
を
し
て

も
ら
う
。
仮
に
自
薦
の
公
募

が
有
っ
た
場
合
は
、
評
価
委

員
会
を
開
催
し
選
考
す
る
。

健
康
長
寿
祭
事
業

７
９
６
万
６
千
円

健
康
長
寿
祭
事
業

７
９
６
万
６
千
円

■
健
康
長
寿
課

委
員 

剱
岳
地
区
が
実
施
し

て
い
る
よ
う
に
、
地
区
単
位

で
行
う
な
ど
運
営
方
法
を
変

更
し
て
は
ど
う
か
。

理
事
者 

年
々
参
加
者
は
減

少
し
て
い
る
が
、
健
康
長
寿

祭
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
高

齢
者
も
多
い
。
も
う
し
ば
ら

く
は
現
在
の
形
態
で
継
続
し

た
い
。

中
部
工
業
団
地
道
路

改
良
工
事

中
部
工
業
団
地
道
路

改
良
工
事

委
員 

中
部
工
業
団
地
の
市

道
南
稲
越
・
伊
井
線
の
㈱

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
か
ら
セ
ッ
ツ

カ
ー
ト
ン
㈱
ま
で
の
道
路
も

非
常
に
傷
ん
で
い
る
。
小
学

生
の
通
学
路
に
も
な
っ
て
お

り
早
急
に
対
応
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

理
事
者 

限
ら
れ
た
予
算
で

あ
る
た
め
、
安
全
性
や
緊
急

性
な
ど
優
先
順
位
を
決
め
な

が
ら
整
備
し
た
い
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業

１
千
５
４
万
９
千
円

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業

１
千
５
４
万
９
千
円

■
子
育
て
支
援
課

委
員 
具
体
的
な
運
営
は
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。

理
事
者 
保
健
セ
ン
タ
ー
内

に
保
健
師
と
看
護
師
を
配

置
し
、
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
運
行

事
業１

１
０
万
円
減
額

デ
マ
ン
ド
交
通
運
行

事
業１

１
０
万
円
減
額

■
市
民
生
活
課

委
員 

減
額
の
理
由
は
。

理
事
者 

事
業
の
理
解
が
進

む
に
つ
れ
て
急
激
な
伸
び
を

見
せ
て
い
た
た
め
、
27
年
度

も
大
き
な
伸
び
を
予
測
し
予

算
を
確
保
し
て
い
た
が
、
利

用
が
横
ば
い
傾
向
に
な
り
つ

つ
あ
り
、
予
算
減
額
に
至
っ

た
。ち

は
や
ふ
る
を
活
用
し
た

知
名
度
向
上
事
業

１
千
５
０
０
万
円

ち
は
や
ふ
る
を
活
用
し
た

知
名
度
向
上
事
業

１
千
５
０
０
万
円

委
員 

事
業
を
継
続
的
に
実

施
し
て
い
る
が
、
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
事

業
終
了
後
も
何
ら
か
の
形
と

し
て
残
る
の
か
。

理
事
者 

若
年
層
の
誘
客
に

非
常
に
寄
与
し
て
お
り
、
商

店
街
の
方
々
が
「
ち
は
や
ふ

る
関
連
グ
ッ
ズ
」
を
自
発
的

に
制
作
す
る
と
い
う
よ
う
な

動
き
が
出
て
い
る
。
事
業
が

終
了
し
て
も
、
か
る
た
文
化

だ
け
は
伝
承
し
て
い
き
た
い
。

鳥
獣
害
防
止
総
合

対
策
事
業

１
５
８
万
円
減
額

鳥
獣
害
防
止
総
合

対
策
事
業

１
５
８
万
円
減
額

■
農
林
水
産
課

委
員 

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
増

加
し
て
お
り
、
余
っ
た
予
算

を
他
の
地
区
の
整
備
に
回
せ

な
い
の
か
。

万
博
茶
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
金

20
万
円

万
博
茶
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
金

20
万
円

■
農
林
水
産
課

委
員 

平
成
24
年
度
か
ら
県

の
補
助
を
受
け
て
開
始
し
た

事
業
で
あ
る
。
県
の
補
助
は

26
年
度
ま
で
で
あ
り
、
市
単

独
事
業
と
し
て
継
続
し
て
い

る
理
由
は
。

理
事
者 

明
治
時
代
の
パ
リ

万
博
で
金
賞
を
受
賞
し
た
万

博
茶
を
復
活
さ
せ
、
あ
わ
ら

市
の
宝
に
な
る
よ
う
食
用
や

飲
用
の
商
品
化
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

25
年
度
に
10

ア
ー
ル
の
畑

に
植
え
た
苗

木
が
成
木
に

な
る
ま
で
に

４
、
５
年
を

要
す
る
こ
と

も
あ
り
、
単

独
事
業
と
し

て
継
続
し
て

い
る
。

北
陸
新
幹
線
関
連
公

共
施
設
等
整
備
事
業

補
助
金

８
千
２
１
２
万
２
千
円

北
陸
新
幹
線
関
連
公

共
施
設
等
整
備
事
業

補
助
金

８
千
２
１
２
万
２
千
円

委
員 

近
年
、
国
の
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
が
満

額
交
付
さ
れ
て
い
な
い
。
28

温
泉
情
緒
あ
ふ
れ
る

華
や
ぎ
の
ま
ち
づ
く

り
事
業

１
億
９
千
９
４
４
万
６
千
円

温
泉
情
緒
あ
ふ
れ
る

華
や
ぎ
の
ま
ち
づ
く

り
事
業

１
億
９
千
９
４
４
万
６
千
円

■
建
設
課

県
営
林
道
事
業

（
剱
ヶ
岳
線
）負
担
金

 

１
千
９
５
０
万
円

県
営
林
道
事
業

（
剱
ヶ
岳
線
）負
担
金

 

１
千
９
５
０
万
円

委
員 

林
道
剱
ヶ
岳
線
の
完

成
は
い
つ
に
な
る
の
か
、
ま

た
工
事
は
ど
れ
く
ら
い
の
距 

離
が
残
っ
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

期
成
同
盟
会
を
は

じ
め
市
と
し
て
も
早
期
完
成

を
県
に
要
望
し
て
い
る
。
未

開
設
の
林
道
延
長
は
、
26

年
度
末
で
４
千
４
３
９
ｍ
あ

る
が
、
県
も
平
成
30
年
度

完
成
に
向
け
て
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

理
事
者 

固
定
柵
の
整
備
を

希
望
す
る
地
区
が
あ
れ
ば
予

算
を
回
す
こ
と
は
可
能
だ
が
、

40
％
の
地
元
負
担
が
あ
り
、

希
望
を
募
っ
て
も
事
業
へ
の

参
画
が
難
し
い
。

委
員 

40
％
の
地
元
負
担
を

少
な
く
す
る
よ
う
な
考
え
は

な
い
の
か
。

理
事
者 

市
の
補
助
要
綱
上
、

あ
わ
ら
北
潟
湖
畔
観
月

の
夕
べ
開
催
補
助
金

　
　

６
０
０
万
円

あ
わ
ら
北
潟
湖
畔
観
月

の
夕
べ
開
催
補
助
金

　
　

６
０
０
万
円

■
観
光
商
工
課

委
員 

文
化
学
習
課
か
ら
観

光
商
工
課
に
所
管
替
え
に

な
っ
た
が
、
何
か
変
更
点
は

国
や
県
か
ら
50
％
以
上
の
補

助
が
あ
る
場
合
、
市
は
補

助
し
な
い
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
は
特
別
に
10
％
上

乗
せ
し
て
補
助
し
て
い
る
。

あ
る
の
か
。　
　

理
事
者 

野
点
茶
会
な
ど
文

化
的
な
部
分
も
残
る
と
思
う

が
、
観
光
の
色
彩
が
強
い
イ

ベ
ン
ト
に
変
え
た
い
。

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
渡

る
ま
で
総
合
的
な
相
談
支
援

を
実
施
す
る
。

決
ま
っ
て
お
り
、
均
等
割
り

20
％
、
距
離
割
り
80
％
で
配

分
し
、
概
算
金
額
は
集
落

に
示
し
て
い
る
。
補
助
の
期

間
は
新
幹
線
の
開
業
１
年

後
ま
で
に
執
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
今
後
７
、

８
年
に
渡
っ
て
各
集
落
が
事

業
を
実
施
し
て
い
く
。

年
度
に
お
い
て
交
付
金
が
満

額
交
付
さ
れ
な
い
場
合
は
ど

う
な
る
の
か
。

理
事
者 

社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
（
市
街
地
整
備
）

は
、
事
業
期
間
が
１
事
業
に

つ
き
３
年
か
ら
５
年
と
決
め

ら
れ
て
お
り
、
28
年
度
が
最

終
年
の
５
年
目
で
あ
る
た
め
、

事
業
は
一
度
打
ち
切
ら
れ
る
。

４
月
に
国
か
ら
交
付
金
の
内

示
が
あ
る
の
で
、
内
示
結
果

を
受
け
内
部
で
検
討
し
、
議

会
に
も
相
談
し
て
事
業
を
行

い
た
い
。
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山
本
　
篤 

議
員

山
本
　
篤 

議
員

３
月
補
正
予
算

に
お
い
て
、
７
千
６
０
０
万

５
千
円
の
臨
時
財
政
対
策

債
を
限
度
額
で
借
り
入
れ

る
一
方
、
財
政
調
整
基
金
に

３
億
４
千
万
円
積
み
立
て

て
い
る
。

　
こ
の
事
は
、
高
金
利
で

借
り
入
れ
、
低
金
利
で
貯

蓄
す
る
と
い
う
愚
の
骨
頂
で

あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
行
う
の
か
。 市政について問う！市政について問う！市政について問う！市政について問う！

3月の定例会では、6名の議員が一般質問を行いました。
ここでは、その質問と答弁の要旨を掲載します。（通告順）

■吉田 太一 議員
●あわら市の財政について
●観光事業について

■山本　 篤 議員
●越前加賀インバウンド推進機構に
ついて

●社会教育と公民館事業について
●行政区と行政連絡員について

■三上 薫 議員
●国民健康保険の制度改革につい
て

■仁佐 一三 議員
●老人福祉施設について

■平野 時夫 議員
●がん検診の強化策について
●24時間営業のコンビニへＡＥＤの
設置を

■山川 知一郎 議員
●イノシシ捕獲対策の強化を
●ＪＲ芦原温泉駅東口のロータリー
建設について

●子育て・教育支援について

外
国
人
観
光
客

に
対
応
す
る
た
め
、誘
客
策

や
受
入
体
制
整
備
な
ど
、こ

れ
ま
で
以
上
に
広
域
連
携

を
強
化
し
、観
光
入
込
客
数

や
宿
泊
客
数
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

市
長

熟
練
し
た
職
員

の
必
要
性
は
認
め
ま
す
が
、

こ
の
問
題
は
観
光
政
策
だ

け
で
は
な
く
人
事
上
の
問

市
長

現
場
の
意
見

を
直
接
聞
く
よ
う
努
め
て
お

り
、新
年
度
か
ら
全
公
民
館

の
自
主
ク
ラ
ブ
等
は
登
録

制
と
し
、利
用
団
体
の
利
便

性
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

教
育
長

自
他
を
尊

重
す
る
社
会
を
作
る
と
と

も
に
、「
世
の
た
め
人
の
た

め
」と
い
う
精
神
を
人
々
に

広
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。教
育
行
政
と

い
う
立
場
か
ら
責
任
を
持
っ

て
臨
ん
で
い
き
ま
す
。

教
育
長

越
前
加
賀

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

機
構
に
つ
い
て

越
前
加
賀

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

機
構
に
つ
い
て

名
称
を
変
更
し

た
理
由
は
。

山
本

広
域
連
携
観
光

政
策
は
難
し
い
面
が
あ
り
、

長
期
に
わ
た
り
担
当
す
る
職

員
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

山
本

社
会
教
育
と
公
民
館

事
業
に
つ
い
て

社
会
教
育
と
公
民
館

事
業
に
つ
い
て

社
会
教
育
施
設

の
利
用
に
つ
い
て
、
利
用
者

の
意
見
を
聞
い
て
い
る
の
か
。

地
域
活
力

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
、そ
の

対
策
の
検
討
を
は
じ
め
る

必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

既
に
地
域
間
で
連
携
を
と
っ

て
対
策
を
講
じ
て
い
る
行
政

区
も
あ
る
の
で
、今
後
の
参

考
と
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
部
長

山
本

行
政
区
と
行
政
連
絡

員
に
つ
い
て

行
政
区
と
行
政
連
絡

員
に
つ
い
て

過
疎
化
、
高
齢

化
の
進
む
行
政
区
に
つ
い
て

山
本

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
教
育
は
大
変
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、市

で
は
自
助
、共
助
の
重
要
性

の
周
知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

総
務
部
長

し
っ
か
り

と
挨
拶
を
し
、区
長
に
は
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
相
談

に
の
っ
て
協
力
す
る
こ
と
の

ほ
か
、知
識
の
習
得
に
努
め
、

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

総
務
部
長

町
内
会
非
加
入

者
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
教

育
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

山
本

区
長
な
ど
と
の

対
応
で
、
職
員
は
ど
の
よ

う
な
心
構
え
が
必
要
な
の

か
。 山

本

社
会
教
育
に
つ

い
て
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。

山
本

今
後
、
北

陸
新
幹
線
の
延
伸
に
伴
う

各
種
整
備
事
業
な
ど
大
型

の
投
資
的
経
費
が
予
定
さ

れ
て
い
る
事
や
、合
併
に
よ

る
地
方
交
付
税
の
優
遇
措

置
が
無
く
な
る
こ
と
か
ら
、

財
政
部
長

い
く

つ
か
継
続
す
る
事
業
も
あ
り

ま
す
が
、改
善
や
創
意
工
夫

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。ち
は
や
ふ
る
関
連
事

業
に
つ
い
て
は
３
カ
年
事
業

で
す
が
、28
年
度
に
お
い
て

効
果
等
を
検
証
し
、事
業
の

継
続
に
つ
い
て
も
判
断
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
部
長

実
際
の
元

利
償
還
金
は
、地
方
交
付
税

と
し
て
補
て
ん
さ
れ
る
も
の

で
、赤
字
地
方
債
で
は
な

く
、地
方
交
付
税
の
分
割
払

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
部
長

長
期
的
展
望
に

立
ち
、財
政
だ
け
で
は
な

く
、市
政
全
般
を
総
合
的
に

考
慮
し
、限
度
額
で
の
借
り

入
れ
を
最
終
的
に
政
治
判

断
し
て
い
ま
す
。

市
長

あ
わ
ら
市
の
財
政

に
つ
い
て

あ
わ
ら
市
の
財
政

に
つ
い
て

吉
田

開
湯
１
３
０
周

年
事
業
が
終
わ
っ
た
が
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
事
業

は
何
か
。

観
光
事
業
に
つ
い
て

観
光
事
業
に
つ
い
て

吉
田

北
陸
新
幹
線
効

果
を
一
過
性
で
終
わ
ら
せ
な

い
た
め
に
も
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

吉
田

臨
財
債
の
借
り

入
れ
を
抑
制
す
れ
ば
、
後

年
度
の
元
利
償
還
に
一
般
財

源
を
充
当
す
る
必
要
も
な

く
、
借
入
を
し
な
く
て
も

元
利
償
還
金
相
当
額
が
交

付
税
に
算
入
さ
れ
、
一
般
財

源
に
余
裕
が
出
て
く
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
限
度

額
で
の
借
り
入
れ
を
止
め
、

借
入
を
抑
制
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

吉
田

臨
時
財
政
対
策

債
は
単
な
る
赤
字
地
方
債

で
あ
る
。

　

恩
恵
を
受
け
る
の
は
現

在
世
代
の
み
で
あ
り
、
将

来
世
代
に
と
っ
て
は
負
担
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

吉
田

吉
田 

太
一 

議
員

吉
田 

太
一 

議
員

必
要
な
一
般
財
源
を
で
き
る

だ
け
確
保
し
て
、将
来
の
財

政
需
要
に
備
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

題
で
も
あ
り
、今
後
配
慮
し

て
い
き
ま
す
。

ど
う
思
う
か
。
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山
川 

知
一
郎 

議
員

山
川 

知
一
郎 

議
員

現在のJR芦原温泉駅東口

保健センター

AED付き
自動販売機

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
対
策

の
強
化
を

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
対
策

の
強
化
をイ

ノ
シ
シ
の
被
害

が
急
増
し
て
い
る
。被
害
防

止
対
策
、特
に
個
体
数
を
減

ら
す
た
め
捕
獲
を
強
化
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

山
川

イ
ノ

シ
シ
の
被
害
区
域
は
細
呂

木
・
吉
崎
地
区
に
ま
で
拡
大

し
て
き
て
お
り
、富
津
で
も

足
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

市
と
し
て
は
、農
家
の
負

担
を
減
ら
す
た
め
に
、27
年

度
か
ら
、捕
獲
し
た
イ
ノ
シ

シ
の
処
分
を
民
間
業
者
に

委
託
す
る
と
と
も
に
、箱
わ

な
51
基
、く
く
り
わ
な
17
基

を
整
備
し
、捕
獲
に
努
め
た

結
果
、昨
年
の
倍
と
な
る
３

経
済
産
業
部
長

が
ん
検
診
の
強
化
策

に
つ
い
て

が
ん
検
診
の
強
化
策

に
つ
い
て市

の
が
ん
検
診

受
診
率
の
推
移
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

平
野

平
成

24
年
度
36
・
５
％
、25
年
度

34
・
９
％
、26
年
度
36
・
５
％

と
横
ば
い
で
、未
だ
目
標
受

診
率
40
％
に
達
し
て
い
ま
せ

ん
。 市

民
福
祉
部
長

コ
ン
ビ
ニ
へ

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を

コ
ン
ビ
ニ
へ

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を

市
内
の
コ
ン
ビ
ニ

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て

い
る
か
。

平
野

夜
間
や
休

日
で
も
利
用
で
き
る
た
め
の

有
効
な
策
と
考
え
ま
す
が
、

借
り
る
時
間
よ
り
救
急
車

到
着
時
間
の
方
が
短
い
場

合
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、全
従
業
員
に
救
命
講

総
務
部
長

高
価
な
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
無
償
で
設
置
で
き

る
点
は
有
益
と
考
え
ま
す

が
、自
販
機
の
月
間
売
上
げ

や
設
置
場
所
が
特
定
さ
れ

る
問
題
も
あ
り
、現
在
は
困

難
と
考
え
ま
す
。今
後
、新

た
な
方
策
が
な
い
か
嶺
北
消

防
と
共
に
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

総
務
部
長

集
団
検
診
で
の

ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
導
入
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

平
野

Ａ
Ｅ
Ｄ
付
き
自

動
販
売
機
の
設
置
を
条
件

に
、無
償
で
設
置
し
て
い
る

企
業
と
の
連
携
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

平
野

27
年

度
の
集
団
検
診
か
ら
、「
ピ

ロ
リ
菌
抗
体
・
ペ
プ
シ
ノ
ゲ

ン
検
査
」を
導
入
し
て
お
り
、

今
後
と
も
受
診
勧
奨
を
積

極
的
に
行
い
ま
す
。

市
民
福
祉
部
長

経
済
的
な
負
担

軽
減
と
受
診
率
向
上
の
た

め
に
も
検
診
無
料
化
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

平
野

市
独

自
で
23
年
度
か
ら
胃
が
ん

検
診
、26
年
度
か
ら
子
宮
頸

が
ん
検
診
対
象
者
を
無
料

に
、ま
た
、国
の
補
助
を
受

け
、大
腸
が
ん
や
乳
が
ん
検

市
民
福
祉
部
長

芦
原
温
泉
駅
東
口

ロ
ー
タ
リ
ー
建
設

に
つ
い
て

芦
原
温
泉
駅
東
口

ロ
ー
タ
リ
ー
建
設

に
つ
い
て

芦
原
温
泉
駅
東

口
の
ロ
ー
タ
リ
ー
建
設
は

本
当
に
必
要
か
疑
問
で
あ

り
、住
民
の
理
解
は
得
ら
れ

て
い
な
い
。今
後
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
の
か
。

山
川

東
口
ロ
ー
タ

リ
ー
と
ア
ク
セ
ス
道
路
は
必

市
長

子
育
て
・
教
育
支
援

に
つ
い
て

子
育
て
・
教
育
支
援

に
つ
い
て

「
義
務
教
育
は
無

償
と
す
る
」と
の
憲
法
を
順

守
し
、ま
た
、周
辺
地
域
の

過
疎
化
、少
子
化
対
策
と
し

て
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
無
料

に
す
べ
き
で
あ
る
。

山
川

国
か
ら
交
付
さ

れ
る
地
方
交
付
税
に
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業
分

と
し
て
、事
業
費
を
上
回
る

４
千
６
７
９
万
円
が
算
入

さ
れ
て
お
り
、保
護
者
に
負

担
を
求
め
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。

山
川

徒
歩
や
自

転
車
通
学
の
生
徒
と
の
公
平

性
の
確
保
及
び
受
益
者
負
担

の
原
則
に
よ
り
、一
部
負
担
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

教
育
部
長

要
不
可
欠
で
あ
り
、そ
の
た

め
の
用
地
を
買
収
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
方
に
は
、移
転
先

や
移
転
時
期
等
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
誠
意
を
も
っ
て
説

明
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

０
７
頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、狩
猟
免
許
取
得
者

を
増
や
す
た
め
の
助
成
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

28
年
度
に
お
い
て
も
、固

定
柵
や
箱
わ
な
等
の
整
備
、

狩
猟
免
許
取
得
者
の
増
員

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平
野 

時
夫 

議
員

平
野 

時
夫 

議
員

診
に
お
い
て
対
象
者
の
無
料

化
も
実
施
し
て
お
り
、受
診

者
の
経
済
的
負
担
に
は
十

分
配
慮
し
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

習
を
受
講
し
て
も
ら
う
こ
と

は
困
難
と
考
え
て
お
り
、現

時
点
で
は
導
入
の
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

市
と

し
て
は
、認
知
症
を
含
む
介

護
を
必
要
と
す
る
状
態
と

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
取
組

み
や
、自
宅
に
お
け
る
日
常

生
活
を
支
え
る
仕
組
み
づ

く
り
に
力
を
入
れ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、保
健
セ
ン
タ
ー

を
高
齢
者
の
健
康
維
持
や

介
護
予
防
た
め
の
拠
点
施

市
民
福
祉
部
長

利
用

者
の
利
便
性
や
使
用
環
境

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、28
年

度
予
算
に
お
い
て
、ト
イ
レ

の
洋
式
化
や
健
診
ホ
ー
ル

の
カ
ー
ペ
ッ
ト
貼
替
え
工
事

等
に
４
０
０
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

市
民
福
祉
部
長

一
人

で
も
多
く
の
人
に
気
軽
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。多
世
代
が
集
ま
り
、に

ぎ
わ
い
が
作
れ
る
よ
う
、提

案
を
踏
ま
え
今
後
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
福
祉
部
長

現
在
の

市
民
健
診
や
乳
児
等
に
よ

る
使
用
に
加
え
、新
た
に
介

護
予
防
機
能
を
組
入
れ
た

市
民
福
祉
部
長

老
人
福
祉
施
設

に
つ
い
て

老
人
福
祉
施
設

に
つ
い
て

保
健
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
、「
高
齢
者
の
健

康
維
持
、介
護
予
防
の
た
め

の
施
設
と
位
置
付
け
、必
要

な
体
制
を
整
え
る
」と
の
提

案
が
あ
っ
た
が
、具
体
的
な

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。 仁

佐

県
と

市
の
役
割
分
担
で
す
が
、県

は
県
内
全
て
の
国
保
の
財

政
運
営
の
責
任
主
体
と
な

り
、国
保
運
営
の
中
心
的
な

役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、県

が
市
町
ご
と
に
標
準
保
険

税
率
を
算
定
し
、市
町
は
そ

市
民
福
祉
部
長

規
模

が
小
さ
く
、財
政
基
盤
が
脆

弱
な
国
保
に
あ
っ
て
、県
が

財
政
運
営
の
責
任
者
と
し

て
中
心
的
な
役
割
を
担
う

こ
と
は
市
町
に
と
っ
て
心
強

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、良

質
な
医
療
の
効
率

的
な
提
供
に
つ
な
が

り
、市
町
の
事
務
遂

行
の
効
率
化
や
コ
ス

ト
削
減
、シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
が
促
進

さ
れ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

市
民
福
祉
部
長

県
が

市
町
ご
と
に
示
す
標
準
保

険
税
率
は
、医
療
費
水
準
が

高
い
市
町
の
保
険
税
率
は

高
く
、医
療
費
水
準
が
低
い

市
町
の
保
険
税
率
は
低
く

な
る
こ
と
が
原
則
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

あ
わ
ら
市
の
医
療
費
は

県
内
で
も
高
い
水
準
で
あ
る

こ
と
か
ら
、あ
わ
ら
市
に
示

さ
れ
る
標
準
保
険
税
率
も

県
内
の
平
均
よ
り
高
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

市
民
福
祉
部
長

国
民
健
康
保
険
の

制
度
改
革
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の

制
度
改
革
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
か

ら
制
度
改
革
に
よ
り
国
民

健
康
保
険
の
運
営
は
、県
が

中
心
と
な
っ
て
行
う
と
聞
い

て
い
る
が
、県
と
市
の
役
割

分
担
や
保
険
税
の
賦
課
や

徴
収
は
ど
の
よ
う
な
仕
組

み
に
な
る
の
か
。

三
上

県
が
財
政
運
営

の
責
任
主
体
に
な
る
と
、ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の

か
。 三

上
制
度
改

革
に
よ
り
国
民
健

康
保
険
税
は
変
更

に
な
る
の
か
。

三
上

施
設
の
改
修
等

は
実
施
す
る
の
か
。

仁
佐

高
齢
者
の
集
え

る
場
所
と
な
る
よ
う
、サ
ロ

ン
的
な
ス
ペ
ー
ス
も
必
要
で

は
な
い
か
。

仁
佐

現
在
行
っ
て
い
る

保
健
事
業
に
支
障
は
な
い
の

か
。 仁
佐

仁
佐 

一
三 

議
員

仁
佐 

一
三 

議
員

設
と
す
べ
く
、提
案
し
ま
し

た
。

　

28
年
度
か
ら
暫
定
的
な

取
組
み
を
開
始
し
、先
ず

は
、介
護
予
防
の
た
め
の
施

設
で
あ
る
こ
と
の
理
解
を
促

す
と
と
も
に
、
順
次
メ

ニ
ュ
ー
等
の
充
実
を
図
り
、

29
年
度
当
初
の
本
格
実
施

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

と
し
て
も
、 

十
分
な
調
整
が

可
能
で
、保
健
事
業
へ
の
支

障
は
な
い
も
と
考
え
て
い
ま

す
。

三
上
　
薫 

議
員

三
上
　
薫 

議
員

れ
を
参
考
に
保
険
税
率
を

決
定
し
、賦
課
・
徴
収
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

タブレット端末

加賀市議会

議員会  激励金・協賛金一覧
　あわら市議会議員会は、青少年の育成を目的に、小中学生がスポーツ等で全国大会に出場した場合、内規に
基づき激励金を支出しています。また、地域の活性化を図る観点から、各種協賛金も支出しています。
　平成27年度の激励金・協賛金一覧を掲載します。

　私たちが市議会だよりを編集している広報編集特別委員会のメンバーです。平成27年10月15日発行の第
46号より担当しています。今後ともより良い紙面づくりを心がけてまいりますので、ご愛読のほどよろしくお願
いします。

４月
月 激 励 金・協 賛 金 の 内 容 金 　 額

8 , 5 0 0
3 6 , 0 0 0
1 0 0 , 0 0 0
1 8 , 0 0 0
1 8 , 0 0 0
1 0 0 , 0 0 0
3 6 , 0 0 0
1 0 , 0 0 0
1 0 , 0 0 0
5 , 0 0 0
5 , 0 0 0
2 5 , 0 0 0
3 0 , 0 0 0
2 5 , 0 0 0
5 , 0 0 0
5 , 0 0 0
5 , 0 0 0
1 0 , 0 0 0
5 4 , 0 0 0
5 , 0 0 0
1 0 , 0 0 0
1 0 , 0 0 0
5 3 0 , 5 0 0

7 月

３ 月

８ 月

10月

緑の募金
金津創作の森友の会年会費
金津祭ＰＲポスター作製補助金
あわら市日中友好協会年会費　
あわら市文化協議会賛助会費
あわら北潟湖畔観月の夕べ協賛金
あわら市社会福祉協議会特別会費
金津中学校サマーコンサート協賛金
芦原中学校文化部サマーコンサート協賛金
全国ホープス卓球大会出場激励（１人）
全日本卓球選手権大会出場激励（１人）
全日本少年少女空手道選手権大会出場激励（５人）
全日本少年フットサル大会出場激励（団体１チーム）
交通安全子ども自転車全国大会出場激励（団体１チーム）
全国中学校バトミントン大会出場激励（１人）
全日本ジュニアバドミントン選手権大会出場激励（１人）
全国都道府県対抗中学バレーボール大会出場激励（１人）
少林寺拳法全国大会 i nKYOTO　出場激励（２人）
赤い羽根共同募金
全国道場少年剣道選手権大会（１人）
都道府県対抗全日本中学生ソフトボール大会出場激励（２人）
全日本中学生バトミントン選手権大会出場激励（２人）

合　　　　　　　　計

6 月

　

当
委
員
会
で
は
、
石
川
県

加
賀
市
議
会
に
お
い
て
「
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
つ

い
て
」
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

加
賀
市
議
会
は
平
成
26

年
８
月
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
導
入
に
つ
い
て
本
格
的

検
討
に
入
り
、
平
成
27
年
６

月
に
導
入
、
３
カ
月
間
の
試

行
期
間
を
経
て
10
月
か
ら
本

格
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
市
か

ら
の
貸
与
品
で
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
専

用
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
各

議
員
の
自
宅
に
ネ
ッ
ト
環
境

の
整
備
が
必

要
と
な
り
ま

す
が
、
通
信

料
が
不
要
で
、

ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
少

な
く
な
る
よ

う
工
夫
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
導

入
に
あ
た
り

「
加
賀
市
議

会
に
お
け
る

タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
使
用
の

取
り
決
め
」
を
定
め
て
お
り
、

取
り
決
め
に
基
づ
き
し
っ
か

り
と
運
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、

メ
ー
ル
通
信
が
で
き
、
資
料

の
整
理
や
検
索
が
容
易
で

便
利
に
な
る
一
方
、
２
つ
の

資
料
を
同
時
に
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
な
ど
の
不
便
さ
が

あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
議
員
さ
ん
の
反

応
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

最
初
の
３
カ
月
は
「
資
料
の

見
方
が
分
か
ら
な
い
」「
文

字
が
小
さ
い
」
な
ど
の
意
見

が
あ
っ
た
が
、
慣
れ
て
き
た

頃
か
ら
「
楽
に
な
っ
た
」「
便

利
に
な
っ
た
」
と
意
見
が
出

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

加
賀
市
議
会
で
の
視
察
は

今
後
の
参
考
と
し
て
、
大
変

役
立
つ
も
の
で
、
委
員
会
で

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

行
政
視
察
報
告

議会トピックス議会トピックス
市議会議員　在職１０年表彰

笹原　幸信 議員が
「福井県市議会議長会」から表彰を受けました。

「福井県市議会議長会」から表彰を受けました。

正副議長　在職４年表彰

広 報 編 集 特 別 委 員 紹 介

毛
利
　
純
雄

山
川
知
一
郎

卯
目
ひ
ろ
み

平
野
　
時
夫

仁
佐
　
一
三

吉
田
　
太
一

三
上
　
　
薫

坪
田
　
正
武

議　長 委員長 副委員長

山川知一郎 議員 八木　秀雄 議員笹原　幸信 議員

（単位：円）
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平成28年度一般会計予算平成28年度一般会計予算平成28年度一般会計予算平成28年度一般会計予算討論討論

反
対

　セントピアあわら指定管理委託料3,060万円について、指定管理者との契約にお
いて、利益の50％を市へ還元させるとなっているが、平成26年度の決算において、事
業管理費の計上など利益の確定が不明確である。また、地域のためにまちづくり事業
を展開すると言いながら、ほとんど新しい事業を実施していない。
　また、天井改修工事に伴う営業補
償256万8千円について、一昨年の
ヒートポンプ改修工事の際に10日間
休業したが、営業補償は行っていな
い。指定管理者から計上された金額
をそのまま補償することは絶対反対
で、今一度、指定管理の契約を見直す
べきである。

　指定管理者制度について、「aキューブ」、「芦湯」、「県境の館」、「夢ぐるま公園」など
ハード整備を行い、運営はお任せという考えに疑問であり、指定管理者制度も見直す
べきである。

　指定難病見舞金の廃止について、対象疾病の増加や所得に応じた医療費の自己負
担額見直しにより、見舞金を廃止するというが、難病と闘う患者さんの事を考えると、
金額を下げてでも、この見舞金事業は残すべきである。

　空き家対策事業だが、空き家対策協議会を設置し、市として早急に「空き家対策計
画」を策定すべきである。

賛
成

　自衛隊は国際貢献を求められており、国際平和協力活動を行っている。このよう
な中、自衛官の定員に対する充足率は91.7％と低い状況である。市町村が隊員の募
集事務を行い、優秀な人材を集めることは必要である。

平成２8年3月　第81回あわら市議会定例会　議案等の審議結果及び各議員表決

反
対

　中学校スクールバス運行経費は地方交付税に満額算入されているにも関わらず、
保護者負担を求めていることは、絶対に認められない。このことは人口減少・子育て
支援に逆行している。

　芦原温泉駅前のモニュメント設置や東口のロータリー設置計画が進められている
が、必要性があるのか疑問である。まずは、駅周辺整備について明確なマスタープラ
ンを示し、市民の理解を得てから計画を進めるべきである。

　イノシシ被害防止対策の地元負担に多くの農家が苦しんでいる。イノシシの被害が
市内全域に拡大しており、被害の拡大を防ぐためにも地元負担が軽くなるよう補助
割合を見直すべきである。

　昨年成立した安全保障関連法により自衛官が戦闘に巻き込まれる危険性が高まっ
ている。そのような状況で市が、市民の生命を危険にさらす自衛官募集に協力すべき
ではない。

セントピアあわら

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２７年度一般会計補正予算（第４号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２７年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２７年度産業団地整備事業特別会計補正予算（第２号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２７年度水道事業会計補正予算（第２号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２７年度工業用水道事業会計補正予算（第２号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２７年度公共下水道事業会計補正予算（第２号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２７年度農業集落排水事業会計補正予算（第２号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２７年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正予算（第３号）
可決 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２８年度一般会計予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２８年度国民健康保険特別会計予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２８年度後期高齢者医療特別会計予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２８年度農業者労働災害共済特別会計予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２８年度水道事業会計予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２８年度工業用水道事業会計予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２８年度市公共下水道事業会計予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２８年度農業集落排水事業会計予算

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○特別会計条例の一部を改正する条例の制定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○市営駐車場条例の一部を改正する条例の制定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○公園条例の一部を改正する条例の制定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○就学支援委員会条例の一部を改正する条例の制定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○教育に関する事務の委託に関する規約の変更について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○福井県市町総合事務組合規約の変更について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○市道路線の認定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○市道路線の廃止について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○第２次あわら市総合振興計画基本構想の策定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○財産の処分について（古屋石塚テクノパーク）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○財産の処分について（古屋石塚テクノパーク）
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○教育委員会委員の任命について（龍嶋  崇氏）
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○教育委員会委員の任命について（宮川  千乃氏）
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○公平委員会委員の選任について（長谷川  忠典氏）
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○公平委員会委員の選任について（林  清一郎氏）
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○公平委員会委員の選任について（関  陽子氏）
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○固定資産評価審査委員会委員の選任について（山口  博行氏）
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○固定資産評価審査委員会委員の選任について（五十嵐  正枝氏）
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○固定資産評価審査委員会委員の選任について（高橋  瑞峰氏）

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○副市長の選任について（前川  嘉宏氏）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２７年度一般会計補正予算（第５号）
適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○人権擁護委員の候補者の推薦について（川瀬  範雄氏）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○平成２８年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○行政不服審査会条例の制定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○情報公開・個人情報保護審査会設置条例の制定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○消費者センター条例の制定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○農業委員会の委員等の定数に関する条例の制定について

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○
専決処分の承認を求めることについて
（市税条例等の一部を改正する条例の制定について）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○
市議会の議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○
行政不服審査法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○
市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○
教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○
一般職の職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の
採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○
地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
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議会がインターネットで視聴できます。
あわら市議会インターネット中継

　明治６年に創設した吉崎小学校の休校式が３月

19日に行われました。

　これまで吉崎小学校を支えて来られた、教職

員、保護者、地域や同窓生の皆さま方、並びに関

係者各位に深甚なる敬意と感謝を申し上げます。

2p

4p

8p

12p

13p

13p

14p

15p

16p

3月定例会報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥

委員会報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

行政視察報告・議会トピックス‥‥

激励・協賛金一覧‥‥‥‥‥‥‥‥

広報編集特別委員紹介‥‥‥‥‥

討論‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

議案と結果‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

ふるさと探訪‥‥‥‥‥‥‥‥‥

「畝畦千坊跡」
　白山信仰修験者の僧房である畝畦千坊は、観音堂参道前の広場より林道を２kmほど登ったところに畝畦観
音堂があり、そのお堂より更に約１km奥に入った辺りにあったそうです。今でも生活用具や仏具などが出土
しています。泰澄が創建した平泉寺三千坊、豊原千坊は、天台宗系白山信仰の寺院として栄えましたが、信
長の侵攻で豊原寺畝観音堂が打ち壊され、戦乱がおさまってから再建されたと、「朝倉記」に書かれています。
　畝畦観音堂には、三十三観音が安置されています。仏像は泰澄作と伝えられ、十一面観音をはじめ、龍
神像、文殊菩薩、大日如来、薬師如来、不動妙王、毘沙門天像が祀られていますが、最近、文化財や仏像
の盗難が続いており、貴重な文化財を後世に伝えるためにも、一刻も早
い対応が望まれます。
　畝畦寺縁起によれば、文武天皇の御代に畝畦の山中の池より一尺余の
十一面観音を戴いた老翁が現れました。泰澄は当山に紫雲たなびくのを
みて訪れ、老翁が神人であるのを知り、当山鎮護のために大社を勧請さ
れました。爾来、信者は増え隆盛を極めたが、その後の一向一揆で寺は
壊され、今では畝畦千坊の名だけが残っています。尚、ご本尊は秘仏とし、
三十三年毎に御開扉することになりました。（現在は十七年）　　（三上）

吉崎小学校休校式

市民の皆さまに日ごろの議会活動を広く知っていただくために、議会報告会を開催します。
今回は、定例会の審議内容について報告させてもらい、そのあと意見交換を行います。

　いずれの会場でもお気軽にご参加ください。

議会報告会を12会場で開催します

4月22日（金）
19：30～21:00

北潟公民館

日
時

会
　
　
場

4月25日（月）
19：30～21:00

細呂木公民館

4月26日（火）
19：30～21:00

浜坂区民館

河間区民館

本荘公民館

波松区民館

中央公民館

剱岳公民館

湯のまち公民館

伊井公民館

金津本陣ＩＫＯＳＳＡ（３階）

坪江公民館

う ね
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